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　　　インシ昌リンの薬化学的研究（第30報）＊

等電点沈殿法による精製カツオおよびマグロ・インシュ

　　　リンのN一末端アミノ酸と化学構造について

西　　崎　　笹　　夫

　強者らは第15報11によって精製した魚類・インシ

昌リンのN一末端アミノ酸は，カツオ・インシ昌リ

ソの場合2，にはGly，　AlaおよびLeuまたは11eu

を，ピソナガマグロ・インシ昌リンの場合3｝には

Gly，　Va1＊＊および11euまたは11euを検出し，　C一

末端アミノ酸は両者についてArg，　LysおよびAsp

（NH2）＊＊を検出したりM）・

　本盗においては．これらのインシュリンのN一末

端アミノ酸について比色分析を行なって定与した（実

験1》．

　またLeuと11euとについては，蝋紙クロマトグ

ラフィーのみでは明らかに区別し得ないので，微生物

学的検定法を適用した（実験2）・

　碧者は前面5）・6）において魚類・インシュリンの等電

点が哺乳動物・インシュリンのそれより塩基性を示す

ことを述べ，さらに魚類・インシュリンの過ギ酸酸化

物について3種のペプチド鎖を認めたが，今回はカツ

オおよびマグロのインシュリン分子を構成するベプチ・

ド鎖の特性を明らかにするため，Harrisηらの方法

にほぼ準じてカツオおよびマグロのインシュリンの過

ギ酸酸化物の演紙電気泳動を行なった（爽験3）・

　なお以上の実験結果から魚類・インシュリンの化学

構造についても論ずる．

実　験の　部

　実験1．カツオおよびマグロ・インシュりンのN一

末端アミノ酸の定量

　構造の明らかにされたウシ・結晶インシュリンを対

照として用い，以下の実験を行なった．

　i）爽験試料：

　ウシ・結品インシュリン：24・5u／mg

　カツオ＊＊＊・インシュリン：20．8u／mg

　マグロ＊＊＊＊・インシュリン：20．3u／mg

　以上の試料からのDNP一．インシュリンの調製は前

報8）に準じた．

　ii）定量操作2DNP一ウシ，　DNP一カツオおよび

DNP一マグロ・インシュリンをそれぞれ1回の実験

について5．Omg（DNP一インシュリン中の単体イン

シュリンを80％と仮定し9），魚類・インシ昌リンの

分子量を哺乳動物のそれと同じく6，000と想定する

とき，0．67μmoleに相当）をとり，5・7N一塩：酸を加

えてガラス閉管中で135。で加水分解した・なお加水

分解時間は各試料について5時間または7時間とし，

加水分解液中のエーテル可溶性区分について第25報2）

で述べたと同じ方法で炉級クロマトグラフィーを行な

った．クロマトグラム上の各DNP一アミノ酸の黄色

パソドを1％炭酸水素ナトリウム溶液を用いて溶出

し，360mμにおける吸光度を測定して．各DNP一ア

ミノ酸の分子吸光係数1。）からそれらのμmole数：（x）

を次式によって：算出した・

　　　　　　　　E　　　　　　　　　　　×V／1，000　x（μm。1e）呂
　　　　　　　ε瀧／106

　　E：分光光度計の読み；一10gT

　　εがDNP一アミノ酸の分子吸光係数

　　V言バンドの溶出に用いた溶媒の体積（mり

　iii）定量値の補正および実験結果3前述の定量値

に対して，各DNP一アミノ旧約1μmoleずつをとり，

試料の場合と同じ条件での回収率を求めて（Table　1・＊

参照），補正した．各インシュリン1mole当りのN舳

未端アミノ酸のmole数をTable　1に示す・

　実験2．微生物学的検定法によるDNP－Leuと

DNP－lleuとの判別

＊第29報は西崎笹夫：衛生試報，77，219（1959）

　本報の大部分は昭和35年12月，日本薬学会関東支部例会において講演した．またその一部は竹中祐典技
　官によって，Produits　Phar典aceutiques・17・421（1962）に紹介された・アミノ酸の略号は第25報2）に準

　じた．

＊＊昭和37年9月，日本薬学会関東支部例会1‘）において，第26報3）で報告したマグロ・イソシ」ソの
　N一末端アミノ酸のうちPheをVa1に，また第29報4）において述べたC一末端アミノ酸のThrは構成

　アミノ酸にそれを認めないので除くことに訂正した．
索＊＊κα∫3麗ωo朋κs9α8απ3・

＊＊＊＊主としてビンナガマグロ；7％yηπκ3α」ακ”94で，キ・・ダマグロ；1Vgo’肱朋κs〃2αc70ρ’〃π3の1部を含む・
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Table　1．　N－terminal　amino　acid　residロe　colltent＊（mole／mole）of　bovine，

　　　　bonito　fish　and　tunny　fish　insulins，　by　dinitrophenylation．

Species　of　insulin

Bovine

Bonito　fish

Tunny　fish

Time　of　hydrolysis＊＊
　　　　（hr）

5
7

5
7

5
7

DNP－11eu

0．41

0．43

0．34

0．36

DNP－Phe

1．05

1．08

DNP－Va！

0，49

0．42

DNP－Ala

0．42

0．42

DNP－Gly

1．10

1．07

0．84

0．95

0．95

0．81

＊These　values　were　corrected　by　the　recovery　co－efficient　shown　in　the　following；DNP－11eu；

　0．51，0．34　DNP－Phe；0．55，0．39　DNP－Va1；0．55，0．39　DNP－Ala；0．46，0．23　DNP－Gly；

　0．22，0．09

＊＊Hydrolyzed　at　135。，　in　a　sealed　glass　tube，　with　5．7N－HCl

　i）試料の調整＝DNP一カツオ，　DNP一マグロ・

インシュリンそれぞれ50mgをとり，それらの塩酸

加水分解物のうちエーテル可溶性DNP一化合物につ

いて実験1と同じ方法によって炉紙クロマトグラフィ

ーを行なった．DNP－LeロまたはDNP－Ileuのバン

ドを1％炭酸水素ナトリウム溶液を用いて溶出し，

溶出液を塩酸酸性としたのちエーテルを用いて抽出

し，抽出液からエーテルを減圧霞網．した．残留物にア

ンモニア水（28％）2mJを加え，ガラス閉蝋染で8

時間，100。の水浴上で反応させた液について，再び

外紙クロマトグラフィーを行ない．無色の遊離アミノ

酸（Rf＝0．3，1部をニソヒドリソで発色さ・せて検出）

バンドのみを熱水で溶出した・これをさらに精製する

ため，ブタノール＝酢酸；水：＝4：135の溶媒を用
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Fig．1．　Calibration　curves　for　determination

　　　　of　leucine　and　isoleucine　by　micro－

　　　　bioassay．

いて源紙クロマトグラフィーを行ない，Rf：0．7近付

のバンドを溶出し，蒸発乾固したものを微生物学的検

定法の試料とした・本試料中には，菌の発育を阻止す

るおそれのあるDNP一化合物はほとんど含まない．

　ii）　菌株：Lαc’o加。”欝α7αδ’πo甜ε17－5

　iii）基礎培地：Dunnの培地組成11》に水を加え

て90mJとし，45　mJずつに2縛する・Leuの定量

を目的とする系列にDL－11eu　10　mgを，　Ileuの定

量を目的とする系列にL－Leu　5　mgを加え．．全量を

50mJとした．

　iv）操作＝前記基礎培地を硬質試験管に2mJ．ず

つ分注し，標準系列溶液および試料溶液を加え，さら

に水を加えて個々の試験管の液量を4m’とした・暮

せんを付して123。，15ポンド／inch2で5分間滅菌

し，冷後Lαc’o加‘f〃κ3σ7σ伽05μ517－5．の20倍希

釈液1滴ずつを各試験管に接種し，37。で22時間培

養後610mμで濁度を測定した・Fig・1にその検量

曲線を示す・

　v＞実験結果3Fig．1に示した検量曲線におい

て，カツオ・インシュリンについてはL－Leuの場合

は吸光度が0．011，0．010で陰性，DL－11euのそれは

0．264，0．258で平均約12μ9のDL－11euに相当する

量を得た．またマグロ・インシュリンについてはL－

Leuの場合は吸光度が0・010，0．011で陰性，　DL－

11euのそれは0．220，0・200で平均約10μgのDL－

11euに相当する量を得た・したがって尋者らが前報

2）・3）でLeuまたは11euであると述べたが，今回の

微生物学的方法によって11euであることを確め得た．

　実験3．カツオおよびマグロ・インシュリンの画配

酸酸化物のテ紙電気泳動法による検討

　i）過ギ酸の調整：市販特級ギ酸（85％以上＞9

容に特級過酸化水素水（30％）1容を加え，密せんし

てよく混和し，60分間放置後のものを用いた・

　ii＞過ギ二酸化操作；試料0・4～0・5mgをとり，
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佃煮酸0．02m’を加えて20分室温に放置したのち

水0．02m’を加えて反応を中止した・

　iii）過ギ酸酸化物の炉紙電気泳動3束：洋炉紙No・

51を用い，20％ギ酸（pH　1．3）を泳動溶媒として，前

述の過ギ酸酸化物を直接原線上につけ，300v／40cm，

5時間泳動を行なった・

　iv）発色法＝種々の発色試薬のうち．つぎに示す

チロジソ試薬12，がもっとも適当であった．すなわち，

1％　α一ニトロソーβ一ナフトール・95％アルコー

ル溶液を噴霧して風乾したのち，10％硝酸を噴霧し

て110bに5分間保つとき，チロジンを含むペプチド

は紅色を呈した・その泳動図をFig・2に示す．

　以上の知見からカツオ，マグロのインシュリンの

N一末端アミノ酸に対応するC一末端アミノ酸の組合わ

せをウシ・結晶インシュリンを対照とするときTable

2に示すように想像される」』

Table　2．　Assumed　cllemical　structures　of

　　　fish　ins1ユ1ills．

Species　of

insulins

Bovine

（D

（2）

（3）

A
O

A’

0

0

8
0

0

G

C

o

r、

、’

　α5伽ごρぐ。η）加。レθグナro加5ゴorど～’〃θ　・

Fig．2．　Electropho1・etic　patterns　of　oxydized

　　　bovine（1），bonito　fish（2）and　tunny　fish

　　　（3）insuliロs．　Solvent＝20％of　formic

　　　acid　so！ution　Voltage　3300　volt／40　cm

　　　Time＝5hr．

　y）　爽験結果：Fig．2からウシ・結晶インシュリ

ンの場合はA，Bの2本のペプチド鎖を認めHarris

ら7）の報告とよく一致した・一方，カツオおよびマグ

ロ・インシュリンの場合はウシの場合のB鎖と一致

するパソドのほか，ウシの場合のA鎖よりも泳動速

度の遅いパソド（A’），および微にB鎖よりもさらに

泳動速度のはやいバンド（C）を検出した．

Bonito　fish

Tumy　fish

N－terminal

amino　acids

C－terminal

amino　acids

　　　S－S
Gly　　l　　l
　　　　ニ
　　　　S
　　　　o
　　　　S
Phe　　　l

き

き

1

Asp（NH2）

Ala

Gly

I

S－Sl　　　　I

11eu

き

6
，

l

S
，

S
l

Asp（NH2》

Arg　or
Lys

　　　S－S
Gly　　l　l　l

H　　早
　　　　S
Ar巨＿1

S
S
l

Asp（NH2）

Lys　or
Arg

Gly

I

11eu

S－S　　　　　ロ

合　　き
6　　き
　1　　　　　　　　，

Asp（NH2）

Arg　or
Lys

　　　S－S
Gly一⊥?黷kコrAsp（NII2）

n

Va1

き

1

も

1 Lys　or
Arg

・考察とむすび

　薯看はカツオおよびマグロ・インシュリンについて

N一末端アミノ酸を定量的に分析した・

　これら魚類のインシュリンの分子量を哺乳動物のイ

ンシュリンのそれの2倍と仮定するとき，カツオ・

インシュリン（20．8u／mg）のN一末端アミノ酸とし

てGly　2分子，　Ala　1分子および11eu　1分子を得，

またマグロbインシュリン（20．3u／mg）では同様に

Gly　2分子，　Va11分子および11eu　O・7分子を得た

（Table　1）．

　なおC一末端アミノ酸については．カツオおよび

マグロ・インシュリンはともにAsp（NH2），　Lysお

よびArgをすでに認めている4）・

　以上の組合わせのうち，カツオ・インシュリンにつ

いては1式とII式との比率について製造番号の異な

るカツオ・イソシ昌リン試料を用いて検討した結果，

いずれも近似的に131にかなりよく一致する・これ

に対してマグロ類。インシュリンの場合は1式が11

式の50～80％を示すことが多い13）．したがってカツ

ナおよびマグロ。インシュリンは，1式およびロ式

が単独に共存するものか，または1式とH式がある

租の結合をなし，数本のペプチド鎖の集まりが1個の

ンイシュリン分子を構成するものとも考えられる。

　なお過ギ酸酸化物の瀕動電気泳動実験の結果，カツ

オおよびマグロ・インシュリンのB鎖はウシ・イン

シュリンのそれと泳動速度がきわめてよく似るが，カ

ツオおよびマグロ・インシュリンのA鎖はウシ・イ

ンシュリンのそれよりも明らかに塩基性が強いことを

示している・薯者は以前にカツオ，マグロのインシュ

リンの等電点が哺乳動物・インシュリンのそれより塩
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基性を示すことを述べたが5），今回の実験によって意

外にもその原因が主に末端ア．ミ．’ノ酸が合致するA鎖に

依存することを認めた（実験4）・また魚類・インシ

昌リンの場合のみにしばしば認められる（C）は1イ‘．

ソシュリソの生理活性を示さない塩基性のペプチドで

あるエリ．

　山本，小滝15）らはカツオ・インシュリンについて

CM一．セルローズクロマトグラフィーを行ない，　N一

末端アミノ酸の1種にLeuを認めているが，著者の

今回の微生物学的検定法の結果から11euと思われ

る・また彼らが検出していないC一末端アミノ酸と

してのArg4）は，著者の実験では確実であると思う．

　以上の実験結果から，カツオ・インシュリンとマグ

ロ・インシュリンとの間には，N一末端アミノ酸の種

類とそれらの比率において差異のあることを認めた・・

　最近Wilsonら16）も，魚類のインシュリ．ンについて

の報告があり，カツオ，マグロおよびカジキマグロ・

インシュリンの混合試料について，N一末端アミノ酸

としてGly，　Ala，　LeuおよびVa1を検出している

が，Alaはカツオ，　Valはマグロ類・インシ昌リン

のN一末端に存在するものと解釈することによう

て，Leu以外は著者の得た結果とよく一致する・

　終わりに臨み，本研究に当り終始御指導と御門擁と

さらに原稿の御校閲を賜わった生物化学部長長沢佳熊

博士に深謝する．またN一末端アミノ酸の定量に際

し，種々有益な御助言を賜った大阪大学たん白質研究

所教授成田耕造博士に感謝する・さらに本実験に終始

御協力引いた生物化学部特中祐典技官および微生物学

的検定法について御助力を戴いたビタミン化学部江島

昭技官に厚く御礼申し上げる．

　　　　　　．七　　文　　　献
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3）長沢佳熊，西崎丈夫＝弼4，，77．203（1959）
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Summary

　　Pharmaceutical　and　C血emical　Studie80皿In－

8ulin．　XXX．　On　N－Terminal　Amino　Acid8　and

Chem量cal　Struct町e80f　Bonito　Fish　and　Tunnア

fi8h　In8ulin8　P凹盛fied　by　Precipi重ation　at　Isoele－

c煽cPoint．　Sasao　NlsHlzAKI

　　N－Terminal　amino　acid　residues　of　bonito

fish（20．8u／mg）and　tunny　fish（20．3u／mg）insu－

1ins　were　determined　by　dinitrophenylation，　quap－

titatively．

　　It　could　be　found　that　bonitto　fish　insuli且

h昂stwo　mole　of　glycinel　one川01e　of　alanine

and　one　mole　of　isoleucin6，　whereas，　tunny　fish

iロsulin　has　two　mole　of　glycine，　one　mole　of

valine　and　approximately　O．7　mole．of　isoleucine

as　N－terminaL（Exp．1）

　　In　above　experiments，　N－terminal　isoleucine

was　identified　by　microbioassay　using　Lσc’o加cf－

」伽sα7αう掬osπs　17－5．（Exp．2）　　・

　　It　is　suggested　t耳at㌻略ro　typ｛ls　（I　and　II）of

insulin　were　existed　in　boai重。　fish　and　ttゴmy　fish

insulins，　and　the　author　assumed　their　chemical

structures．

　　And　differences　ip　chemical　properties　from

皿ammalian　insulin　were　found　in．A－chain　from

the　result　of　paper　electrophoretic　patterns　of

these　insulins　oxidized　with　performic　acid．

（Exp・3）

　　The　only　difference　between　bo皿ito　fish　and

tunny　fish　insulin　was　found　in　the　N－termina1，

alanihe　in　the　former　and　valine　in　the　latter．

　　　『　　　　　　　　（昭和38年5月31日受付）
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Crystal　TAのN一およびじ末端アミノ酸について

西　　崎　　笹　　夫

　署者らは市販カツオおよびマグロ類・インシュリン

から数種の緒晶性たん白質を単離したが1，”3），マグロ

類・インシュリンから得た3種の注脚　（Cryst・TA・

Cryst．　TBおよびCryst．　TC）はいずれもインシュ

リンの生理作用をほとんど認めなかった．それらのう

ちCryst．　TAについては若干の生理的および物理化

学的性質を報告し2）・弓｝，5，，さらにそのN一末端アミノ

酸を定性的に分析した6）・

　今回著者はCryst．　TAについて，　DNP一法によっ

てN一末端アミノ酸を（実験1），ヒドラジン分解法

によってC一末端アミノ酸を（実験2）定量的に分析

した結果を報告する．

実　験　の　部

　実験1．C町8t・TAのN一末端アミノ酸の定量

　DNP－Cryst．　TA　5．　O　mgをとり，第30報ηで述

べたとまったく同じ条件と操作に従ってN一末端ア

ミノ酸を定量した．．その実験結果をTable　1に示す・

ただし，この結晶性たん白質が，インシュリンと何ら

かの関連性があるものと予想し，回りに分子量の同じ

6，000と仮定して各N一末端アミノ酸のモル数を算出

した．

Table　1，　N－terminal　amino　acid　residue

　　　content＊（mole／mole）of　Cryst．　TA

　　　by　dinitrophenylation．

されたヒドラジン分解法を適用し，炉紙クロマトグラ

フィーは二次元展開を行なった・

　i）　ヒドラジン分解操作　　Cryst．　TA　2．76　mgに

無水ヒドラジン0．2m’を加え，100。に6時間保っ

たのち，硫酸デシケーター中で24時間減圧にして，

未反応のヒドラジンを除去した・この反応物全量に水

1m’1を加え，さらにベンズァルデヒド0．2mJを加

えて共せん付き遠沈畠中で2時間よく振り混ぜたの

ち，上澄液を定量的に分取し，炭酸水素ナトリウム溶

液を加えてアルカリ性とし，DNFBを含むエタノー

ル溶液2mJを加えて2時間DNP一回反応を行なっ

た・反応後水20mJを加え，さらに2N一塩酸を加

えて酸性とし，酢酸エチル20mJを用いて2回抽出

し，．抽出液に2倍量のエーテルを加え，さらに2％

　　c

（）w
▽

oI　r’o｝
　　　　

診w
あ6

DNP－11eu DNP－Va1 DNP－Gly DNP－Ser DNP－Asp

0．15 0．23 0．32 trace trace

ゆ

oo
　OO

串These　valueg　were　corrected　by　the　reco－

　very　co－efficient　cited　from　Table　l　in　the

　previous　paper7｝．

　実験2．Cry8t．　TAのC一末端アミノ酸の定量

　薯者は第29報8》においてヒドラジン分解法によ

ってインシュリンのC一末端アミノ酸を分析した

際，その炉紙クロマトグラム上のスポットはテイリン

グしゃすく，そのほか若干のC一末端アミノ酸以外の

DNP一化合物と思われるスポットをしばしば検出す

ることがあった・そこで今回は赤堀ら9）によって改良

第30報は西崎笹夫：衛生試報81，30（1963）

（の

漕誓
　　　（ム）

Fig．1．（a）The　paperchromatogram　of　DNP一

compounds　in　the　hydrazinolysate　of

Cryst．　TA（hydra年inolyzed　for　6　hr）

（b＞The　paper　chromatogram　of口and

皿spots　isolated　from（a）

1＝Dinitropenol　n　3　di－DNP－Om皿＝

di－DNP－Lys　IV＝DNP－Gly　V：DNP－

Ser　W＝DNP－Asp
Developer①n－Butanol　satumted　with

10％ammonia　water
②1．5M－phosphate　buffer（pH　6．0）

③n－Butano1＝isoamylalcoh1：ethano1＝

PH　5．05　0f　buffer（consists　of　potassi－

um　biphthalate　and　sodium　hydroxide）

〔30：30；11：45〕

’
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炭酸水素ナトリウム溶液50m1を用いて抽出し，抽

出液を酸性としたのち，酢酸エチ～レ15m’を用いて

2回抽出した．酢酸エヂルを減圧で留出したものを炉

紙クロマトグラフィーの試料とした。

　ii）晶出クロマ1・グラフィー　東洋瀕紙No．51

の角型（40x40　cm）を用い，1次元はアンモニア水

を飽和したブタノールを，2次元は1．5M一リン酸

緩衝液（pH　6．0）を用いて上昇展開し，スポットの

定量は第30報7》に述べた方法に準じた・その瀕紙ク

ロマトグラムをFig．1（a）に示す．またdi－DNP－

Ornとdi－DNP－Lysのスポットを再確認するため，

比色定量に用いた液を塩酸酸性とし，エーテルを用い

て抽出し，抽出液を第29報りの方法によって再クロ

マトグラフィーを行なった・そ’の炉紙クロマトグラム

をFig．1（b）に示す．

　iii）　ヒドラジン分解の補正および実験結果

　単体のLys，　Argそれぞれ約1μ1no1をとり，前

述のヒドラジン分解法とまったく同じ操作によって得

られたDNP一アミノ酸を定量して回収率を求めて

（Table　2，＊参照）補正を行なった・その実験結果を

Table　2に示す．

Table　2．　C－terminal　amino　acid　residue

　　　　　content＊（mole／mole）of　Cryst

　　　　　TA，　by　hydrazinolysis．

シュリンの化学購造がN一末端アミノ酸としてVa1

を有する鎖のC一末端アミノに酸しysが，またN一末

端アミノ酸としてIleuを有する鎖のC一末端アミノ

酸にArgが存在するのであろう．要するにCryst．

TAは生理的には不活性であるが，そのN一末端お

よびC一末端デミノ酸は，C一末端にAsp（NH2）が存

在するものと仮定すればマグロ・インシュリンと一致

しているとも想像できることは興味深い・ただしN一

末端アミノ酸の定量値がマグロ・インシュリンのそれ

よりも小さい値を示すことが明らかな相違点である．

　終わりに臨み，本研究に終始御指導：と御鞭達を賜わ

った生物化学部長長沢佳熊博士に深謝する・また本研

究の一部は大阪大学蛋白質研究所教授成田耕造博士の

もとで行なった．三旬有益な御助言を戴いた同教授に

謹謝の意を表する．

di－DNP－
Lys

0．62

di－DNP－
Om
0．38

DNP－Gly

trace

DNP－Ser

trace

DNP－
Asp

trace

＊These　values　were　corrected　by　the’ 窒?揩盾毎黶D

　ery　co－efficient　showll　in　followillg．　Lys3

　0。25　　Arg：0．21（as　di－DNP－Orn）．

考察とむすび

　Cryst・TAのN一およびC一末端アミノ酸を定量

的に分析した・　　　　　　　　　．

　N一末端アミノ酸については．11eu，　Va1および

Glyを認め，それらの定量値をマグロ類・インシュリ

ン《第30報参照）のそれと比較するとき，1／2～1／3

に当たる．また第27報において報告したSerとAsp

は定量の結果，きわめて微量であることを知った．

　C一末端アミノ酸については，Arg（d量一DNP－Omと

して検出）とLysを認め，その定量値はN一末端の

それより明らかに大きい・またこれらのほかC一末端

にASP（NH2）が存在しないとはいえない．なおN一

末端におけるVa1／11eu≒1．5，　C一末端におけるLys／

Arg≒1．6で，両者の比率がほぼ一致することは，第

30報ηの結果と関連して考えるとき，マグロ・イン
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Summary

　　Pharmaceutical　and　Chemic81　Studies　on　In－

8ulin．　XXXI．　On　N－and　C－Terminal　Amino　Acids

of　Cry8tal　TA．　　Sasao　NlsロIZAKI

　　N－and　C－temlinal　amino　acid　residues　of

Cryst．　TA　were　determined　by　dinitrophenylation

and　by　hydrazinolysis　quantitatively，　and　the

results　were　fo110willg．

　　0．15mole　of　isoleucine，0．23　mole　of　valine，

0．32mole　of　glycine　and　trace　of　serine　and　asp－

artic　acid　were　foロnd　as　N－terminal　amino　acids，

and　O．62　mole　lysine，　0．38　mole　of　arginine　and

trace　of　glycille，　serine　and　aspartic　acid　were

found　as　C－termina1．

　　　　　　　　　　　　（昭和38年5月31日受付）




